
る
最
初
の
機
会
と
な
り
、
環
境
教

育
に
大
き
く
つ
な
が
り
ま
す
。
校

長
会
及
び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
で
議
論
を
し
て
い
き
ま

す
。給

食
に
葉
酸
入
り
の
　
　

パ
ン
を

問
　
　

岸
川
　

　
健
康
づ
く
り
の
た

め
、
葉
酸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

と
給
食
に
葉
酸
入
り
パ
ン
を
。

答
　
認
知
症
・
脳
梗
塞
予
防
、
赤

ん
坊
の
脳
・
脊
椎
の
発
育
に
も
重

要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、
葉
酸

摂
取
の
必
要
性
を
す
で
に
母
子
健

康
手
帳
へ
記
載
し
て
い
ま
す
。
市

広
報
・
講
座
で
も
一
層
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
葉
酸
入
り
パ
ン
に
つ

い
て
は
、
校
長
会
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
運
営
審
議
会
に
投
げ
か
け

て
い
き
ま
す
。

営
利
企
業
の
保
育
施
設
の

契
約
内
容
を
改
善
す
べ
き

問
　
　

塚
越
　

　
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ

ル
の
突
然
の
閉
園
と
い
う
、
営
利

企
業
に
よ
る
保
育
施
設
の
経
営
問

題
が
市
内
で
も
起
き
て
い
る
が
、

法
人
の
財
務
状
況
の
把
握
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
契
約

内
容
を
改
善
す
べ
き
だ
。

答
　
経
営
状
況
が
把
握
で
き
る
よ

う
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
に
維
持
管
理
の
　

人
員
増
を

問
　
　

前
原
　

　
保
育
士
は
子
ど
も

め
の
人
員
の
配
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
　
再
任
用
の
職
員
が
日
常
的
に

各
保
育
所
を
回
っ
て
報
告
が
あ

り
、
課
と
し
て
把
握
し
て
い
ま
す
。

問
　
床
の
さ
さ
く
れ
や
排
水
の
不

備
な
ど
放
置
さ
れ
た
状
態
だ
。
職

員
の
増
員
と
財
政
の
裏
付
け
が
必

要
で
は
。

答
　
再
度
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
　
　

児
童
館
と
統
一
す
べ
き

問
　
　

小
高
　

　
地
方
自
治
法
に
あ

る
施
設
設
置
条
例
が
本
市
に
は
な

い
。
現
状
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
、

安
全
・
安
心
の
基
本
を
揺
る
が
し

か
ね
ず
、
ま
た
、
公
金
を
扱
う
学
童
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保
育
で
、
保
育
料
・
入
所
金
等
が

相
殺
後
に
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

の
は
透
明
性
に
欠
け
て
、
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
及
ば
な
い
。
合

併
後
三
年
た
つ
の
で
、
児
童
館
と

統
一
す
べ
き
で
は
。

答
　
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
保
育
料

は
保
育
所
と
は
異
な
り
、
必
要
な

経
費
の
一
部
を
保
護
者
か
ら
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
を
根
拠

と
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
の
現
状
は

問
　
　

田
村
　

　
市
長
は
二
市
二
町

の
と
き
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
費
の

無
料
化
等
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
自

負
が
あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に
推
進

す
る
考
え
は
。

答
　
新
た
な
財
源
の
確
保
が
必
要

な
の
で
、
財
源
を
何
に
求
め
る
か

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金
の
　
　

受
領
委
任
払
い
の
現
状
は

問
　
　

伊
藤
　

　
出
産
育
児
一
時
金

の
受
領
委
任
払
い
の
現
状
と
、
産

科
医
療
補
償
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
。

答
　
受
領
委
任
払
い
利
用
数
は
、

平
成
十
九
年
度
と
二
十
年
度
十
月

末
で
四
十
二
件
で
す
。
補
償
制
度

に
加
入
の
医
療
施
設
で
出
産
の
場

子
　
　

育
　

　
て

の
保
育
が
仕
事
で
あ
る
。
施
設
の

簡
単
な
営
繕
や
、
維
持
管
理
の
た

合
は
、
出
産
育
児
一
時
金
が
三
万

円
引
き
上
げ
ら
れ
、
三
八
万
円
に

改
正
さ
れ
ま
す
。

妊
婦
受
け
入
れ
拒
否
の
　

現
状
と
取
り
組
み
は

問
　
　

伊
藤
　

　
埼
玉
県
で
の
妊
婦

受
け
入
れ
拒
否
の
現
状
と
取
り
組

み
は
。

答
　
県
内
に
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

が
一
ヵ
所
、
地
域
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
が
五
ヵ
所
あ
り
、
昨

年
度
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
︵
新
生
児
特
定

集
中
治
療
室
︶
の
不
足
に
よ
り
県

外
へ
一
四
・
七
％
搬
送
し
て
い
ま

す
。
県
は
病
床
数
が
国
基
準
の
二

分
の
一
と
低
い
た
め
、
平
成
二
十

三
年
ま
で
に
大
幅
な
増
床
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
本
市
の
対
象
者
は
、

年
間
三
十
〜
四
十
人
と
増
加
傾
向

で
す
。
多
く
が
埼
玉
医
大
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
で
す
。

無
料
妊
婦
検
診
の
　
　
　

回
数
増
へ
の
考
え
は

問
　
　

岸
川
　

　
国
は
、
無
料
妊
婦

検
診
を
五
回
か
ら
十
四
回
に
増
や

す
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
当

市
の
考
え
は
。

答
　
国
が
市
町
村
へ
の
財
源
を
検

討
し
、
県
も
市
町
村
の
意
向
や
国

の
状
況
を
調
査
中
の
た
め
、
具
体

楽しいパネルシアター
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安
　
　

　
　

　
全

的
な
対
応
が
出
た
時
点
で
判
断
し

ま
す
。

ベ
兊
ド
確
保
な
ど
　
　
　

救
急
医
療
の
拡
充

問
　
　

足
立
　

　
駒
林
休
日
急
患
診

療
所
の
機
能
強
化
と
、
志
木
市
か

ら
財
政
支
援
の
要
請
が
あ
っ
た
志

木
市
民
救
急
病
院
の
ベ
ッ
ド
確
保

は
。

答
　
機
能
強
化
は
、
新
た
な
外
科

系
在
宅
当
番
医
で
対
応
の
予
定
で

す
。
ベ
ッ
ド
確
保
の
た
め
の
財
政

支
援
は
難
し
い
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
啓
発

と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
実
施
を

問
　
　

伊
藤
　

　
妊
婦
検
診
の
完
全

無
料
化
の
実
施
を
。

答
　
妊
婦
検
診
は
、
国
の
動
向
を

踏
ま
え
判
断
し
ま
す
。

問
　
子
宮
頸
が
ん
の
若
年
化
に
伴

※

い
、
検
診
の
啓
発
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

及
び
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
今
後
は
。

答
　
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
二

十
二
年
ま
で
に
承
認
予
定
で
す
。

今
後
、
東
入
間
医
師
会
と
協
議
し

ま
す
。

歩
行
者
の
交
通
動
線
を
　

優
先
し
た
駅
前
に

問
　
　

鈴
木
　

　
上
福
岡
駅
西
口
駅

前
が
安
全
で
安
心
、
快
適
な
場
所

と
な
る
よ
う
に
、
駅
前
と
団
地
を

含
む
駅
周
辺
地
域
の
速
度
規
制
や

交
通
規
制
、
歩
道
の
確
保
を
き
ち

ん
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
。

答
　
交
通
規
制
に
つ
い
て
、
東
入

間
警
察
署
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

西
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
前
の
横

断
歩
道
設
置
に
つ
い
て
は
、
東
入

間
警
察
署
か
ら
新
設
ま
た
は
移
設

を
検
討
す
る
と
回
答
を
得
て
い
ま

す
。上

福
岡
駅
西
口
前
　
　
　

‎
横
断
道
路
の
新
設
‏

問
　
　

加
藤
　

　
市
民
の
方
か
ら
資

料
提
供
と
と
も
に
要
望
を
受
け
て

い
る
。
上
福
岡
駅
西
口
前
に
﹁
横

断
歩
道
﹂
の
新
設
を
。

答
　
以
前
か
ら
地
域
要
望
も
あ

り
、
東
入
間
警
察
署
と
折
衝
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
要
求
し
て
い

き
ま
す
。

視
覚
障
が
い
者
の
　
　
　

交
通
安
全
対
策
を

問
　
　

山
口
　

　
上
福
岡
駅
東
口
か

ら
県
道
へ
抜
け
る
線
路
側
の
道
路

は
凸
凹
が
激
し
く
、
視
覚
障
が
い

者
が
歩
行
を
す
る
に
は
大
変
危
険

な
の
で
、
安
全
対
策
を
講
じ
る
べ

き
だ
。

答
　
こ
の
場
所
は
東
武
鉄
道
の
用

地
で
す
。
現
場
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
路
面
に
段
差
が
多
く
、
障
が
い

者
の
方
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
通

行
者
に
も
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
利
便
性
と
安
全
性
を
考
慮

し
、
東
武
鉄
道
に
歩
道
改
修
の
要

請
を
し
ま
す
。

第
一
段
階
の
改
修
工
事
は

年
度
内
に

問
　
　

岩
崎
　

　
藤
間
北
野
歩
道
橋

の
内
側
と
外
側
の
改
修
予
定
は
い

つ
か
。

答
　
内
側
は
今
年
度
中
に
や
り
、

外
側
も
引
き
続
い
て
や
り
ま
す
。

藤
間
北
野
歩
道
橋
工
事
の

進
捗
は

問
　
　

岸
川
　

　
藤
間
北
野
歩
道
橋

工
事
の
進
捗
状
況
と
自
転
車
が
通

れ
る
よ
う
に
。

答
　
川
越
市
が
発
注
し
た
工
事
完

成
予
定
は
三
月
中
旬
で
、
平
成
二

十
一
年
度
は
防
犯
上
か
ら
透
視
可

能
な
パ
ネ
ル
に
張
り
か
え
予
定
で

す
。
自
転
車
の
通
行
に
つ
い
て
、
歩

道
橋
の
つ
く
り
か
え
が
必
要
で
、

当
分
の
間
は
修
繕
対
応
と
し
ま
す
。

駒
林
の
県
道
に
押
し
ボ
タ

ン
式
の
信
号
機
設
置
を

問
　
　

　

　
駒
林
区
画
整
理
事

業
が
進
捗
し
た
こ
と
に
よ
り
、
県

道
の
車
が
増
大
。
横
断
歩
道
が
渡

れ
る
よ
う
に
ヤ
オ
コ
ー
駒
林
店
と

大
政
建
設
の
中
間
に
押
し
ボ
タ
ン

式
信
号
機
設
置
を
。

答
　
車
が
多
く
、
危
険
な
場
所
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
東
入
間
警
察
署
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

三
芳
ス
マ
ῴ
ト
イ
ン
タ
ῴ

チ
炻
ン
ジ
の
今
後

問
　
　

有
山
　

　
現
在
は
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

答
　
第
二
回
三
芳
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
協
議
会
で
、
検
討
内
容
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
当
市
は
将
来
ど
の
よ
う
な
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
望
む
か
。

答
　
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、
経

済
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

※ＨＰＶ検査とは？　子宮頸部の細胞を採取し、子宮頸がんの原因となるＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）に感染して

　　　　　　　　　　いるかどうかを調べる検査。

歩道のでこぼこ　改善を


